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高槻市野見町

平成２４年８月１４日の集中豪雨

時間最大雨量 １１０mm/hr（公園墓地雨量観測所）

総雨量 ２１６mm

床上浸水 ２４７戸

床下浸水 ５９７戸

国道１７１号

浸水区域

流域治水対策の取組み事例 高槻市

〇高槻市内の近年の浸水被害発生状況

資料－4－2



平成24年11月 高槻市総合雨水対策推進本部を設置

平成25年2月 高槻市総合雨水対策基本方針策定

平成27年2月 高槻市総合雨水対策アクションプラン策定

組織構成：
副市長、技監、総合戦略部、総務部、都市創造部、街にぎわい部、教育委員会

ハード対策
・計画降雨整備
・雨水貯留施設整備
・雨水流出抑制施設整備
・局所的対策

１ 雨水対策施
設の整備

２ 雨水流出抑
制・保水機能の
保全

３ 水害に対す
る備え

１－１ 雨水対策施設の整備
１－２ 計画降雨を超える豪雨時の浸水軽減

２－１ 開発時における雨水流出抑制
２－２ 農地・森林の保全
２－３ 雨水利用の促進

３－１ 浸水に強い家づくり
３－２ 情報提供の充実
３－３ 地域防災力の向上

公
助

自
助
・共
助

ソフト対策
・ハザードマップの利活用
・土のうステーションの利活用
・農地・森林等の保全

〇高槻総合雨水対策アクションプラン

流域治水対策の取組み事例 高槻市

資料－4－3



安満遺跡公園内雨水貯留施設

◆ 貯留量 ２０，０００m3

◆ 平成２９年６月供用開始

◆ 総事業費 約２６億円

安満遺跡公園 メインエントランス

4m

流域治水対策の取組み事例 高槻市

〇雨水貯留施設の整備

現場見学会（小学生）

「災害が起こったときのために
造っていただいているので、
感謝しなければいけないなと
思いました。」

（参加児童の感想）
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〇高槻市水害・土砂災害ハザードマップ

〇教員向け研修、出前講座の実施状況

教職員向け研修 出前講座（中学校）

流域治水対策の取組み事例 高槻市

〇水防災に関する出前講座・学習会の実施

学習動画
QRコード

346 430

2674

H27 H28 H29

出前講座受講者数

約７倍

平成30年度国土交通大臣賞
（循環のみち下水道賞）受賞

〇学習動画
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〇大塚切れ伝承式

〇自然災害伝承碑（国土地理院）の登録

大塚切れ洪水記念碑

流域治水対策の取組み事例 高槻市

〇水害履歴の情報発信

淀川大塚切れ

大正６年１０月１日発生

淀川の堤防が２００mに渡って決壊。
浸水・流出家屋 約１５,０００戸
被災者数 約６５,０００人

開催日 ：１０月１日

参加者 ：高槻市長、市職員

来 賓 ：淀川河川事務所長

実施内容：市職員（新規採用職員等）による碑文朗読と
職員代表による決意表明を実施

この記念碑は、大正６（１９１７）年１０月１日に発生した大規模な淀川堤防の決壊
「大塚切れ」に際して、数万人にのぼる人々が力を合わせて堰止工事を行い、大水害か
ら復興した経過を記したものです。
この碑文にある「居安必勿忘危（安に居て必ず危を忘るること勿れ）安楽に暮らして
いても、絶対に危機のあることを忘れてはならない」という言葉からは、実際に大水害
を体験し、復旧のために大変な苦労をした先人達でなければ語りえない迫力と、後世へ
このいましめを伝えなければならないという強い義務感が伝わってきます。
私たちは、発災１００年を機に、これまでの１００年間、淀川の堤防が守られ、大水
害が発生しなかったことに感謝するとともに、未来に向け、このいましめを後世に伝え、
人々の生命・財産を守り続ける努力を積み重ねていかなければなりません。

平成２９（２０１７）年１０月１日
第２１代 高槻市長 濱田 剛史

銘版

※大塚切れ１００年記念銘版より抜粋
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第2回淀川流域治水協議会 大阪府域分会
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寝屋川市浸水対策事業（公共下水道事業）

古川分区
486ha

既存水路
取水（カット）
8.500㎥/s

流域下水道
古川導水幹線

（既設）

秦高宮分区・
小路分区（108.8ha）

高宮ポンプ場整備事業

高宮ポンプ場（新設)(10m3/ｓ)
平成30年度から令和３年度

寝屋川市役所

（寝屋川へ放流）

一級河川 寝屋川

寝屋川市駅

京阪電車
寝屋川車庫

古川雨水幹線
（古川水路）

φ2600ｍｍ～1650ｍｍ
シールド工
L=1,811m

秦高宮雨水幹線建設工事
幹線管渠（シールド工）

φ2,600mm～1,650mm L=1,811m
事業期間
完成済

ポンプ棟（土木）
沈砂、流入渠工事

平成30年度から令和３年度

ポンプ棟
（建築・建築機械・建築電気）工事

令和３年度

機械、電気工事
令和２年度から令和３年度

写真③

写真④

写真④

写真③

写真①

写真②

集水エリア
効果エリア

凡例
集水エリア
効果エリア

凡例

流域下水道
萱島ポンプ場

（既設）

讃良川

古川雨水幹線バイパス管工事
令和３年度～令和６年度

幹線管渠（シールド工、推進工）
Ｌ＝2,330ｍ

φ2,400㎜～φ1,000㎜

平成24年8月14日
時間降雨量【143㎜／h】
総降雨量【162㎜】

写真①

写真②

（旧）国道170号

古川雨水幹線整備事業
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摂津市SOS避難メソッド
Settsu Original Separate

～感染症下における分散避難とは～

SOS避難メソッド

摂津市オリジナルセパレート避難メソッド

大阪府摂津市 市⾧ 森山 一正

令和２年11月26日（木）
第２回 淀川流域治水協議会
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・淀川、安威川等に囲まれた平坦な地域 ⇒ 水害の危険性が高い
・国・府（河川改修・ダム建設）、市（水路・下水整備） ⇒ 水害に強いまちづくり
・日頃、市民共働による避難訓練・防災マップの作成等 ⇒ 地域防災意識の向上
・コロナ禍においては、避難スペースが４倍必要 ⇒ さらなる避難スペースが必要

5～10ｍ浸水
（4階部分浸水）

2～5ｍ浸水
（2階部分浸水）

SOS避難メソッド

■摂津市の概況

【浸水するエリア】
市域ほぼ全域
※イラストは淀川氾濫時

【浸水エリア内人口】
68,000人

【市内避難場所】
25箇所
※一時避難所含む

この洪水ハザードマップは、淀川がはん濫した場
合の浸水状況を示しています。（1000年に1度の
確率の降水量：24時間で360ミリ）
はん濫による着色が薄い地域でも、状況によって
浸水することがありますので注意してください。

【家屋倒壊ゾーンについて】

河川はん濫による洪水時に家屋が流出・倒壊等のおそれがあ
る範囲を示すもので、想定する最大規模の降雨による堤防が決
壊した場合に、現行の建築基準法に適合する一般的な建築物（2
階建て木造住宅）が倒壊・流出する等の危険性が高い区域で
す。
個々の家屋に対して算出しているのではなく、一般的な建築

物（2階建て木造住宅）で算出しているため、老朽化した木造家
屋の場合や、想定最大規模以上の降雨があった場合は、区域外
であっても家屋の倒壊、流出の可能性はあります。
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・従来の避難行動とコロナ蔓延下における避難行動を調査
・避難しないと答えた方は、7％からコロナ禍において3％へ減少
・その他の回答、18％は「避難経験なし」が大半。コロナ禍での3％は「その他の場所へ避難する」
・コロナ禍では、知人宅への避難、車中避難等が増加
⇒市民の防災行動の変容が見られる。
・戸建上階や高層階への避難と回答された方は約6割と横ばい
・一方、堤防決壊時の浸水想定では、約3割の方しか自宅等での垂直避難ができない。
⇒残る 約3割の方々は『さらなる分散避難』が必要

SOS避難メソッド

■市民アンケートの結果

7.3%

9.4%

3.4%

0.0%

0.2%

52.6%

1.9%

18.2%

7.1%

2.8%

14.2%

10.1%

0.2%

7.9%

49.1%
7.9%

2.8%

5.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

避難せず

市避難所

知人宅

テント

車内

戸建上階

高層階

その他

無回答等

上：従来の避難行動

下：コロナ禍での避難行動

7%⇒3%

約6割

18%⇒3%
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【従来の避難行動】 ※避難対象者 68,000人

・民間施設、自宅、縁故、車中 など多様な避難
・地元企業の事業所、万博公園に避難場所を新たに確保予定

市が指定する避難場所への避難

■自宅避難 約３割

浸水深以上への垂直避難

■知人宅等への縁故避難
約２割

■車中・テント等
青空避難
約２割

■民間施設（事業所等）
への避難

【S.O.S.避難行動】 従来の避難場所に加えて、

■広域避難
万博公園に避難場所を確保（調整中）

SOS避難メソッド

■Ｓ.Ｏ.Ｓ.避難メソッド

■従来の避難場所への避難
約１割

摂津オリジナル（約２割）

※また、感染症対策として、専用避難場所の確保に
ついて関係機関と調整を進め、クラスター化を防ぐ
環境整備や運営体制の構築等を併せて行う。

【市長メッセージ】
・平常時の取組みとして、分散避難を意識啓発するため、
森山市長によるビデオメッセージで市民へ呼び掛け

※摂津市HPより
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SOS避難メソッド
■事業所の緊急避難場所としての使用に関する協定

三星ダイヤモンド工業㈱様と避難所協定を締結
（令和2年6月23日）

面積計約545㎡
約100名収容可能

・摂津市内に企業が約４，０００社ある産業都市である強みを生かし、
災害時における緊急避難場所として事業所を使用させていただくための協定を締結

（目標） 市内５０社を避難場所として指定
【現状】
市内６社と協定を締結
⇒ 約9,900㎡（約2,000名）の
避難場所を確保
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【従来のまちづくり】 住まいと産業が共存するまちづくり
・１９７０年開催の万博を機に整備された大阪中央環状線を始めとする幹線道路沿いに物流基地が
集積。これら周辺において、住工が混在したまちづくりが進められた。

・淀川・安威川・神崎川に囲まれたエリアでは、高度経済成長期に急速にまちづくりが行われ、
天井川の状態になる等、一度浸水すれば、長時間排水されない状態が続いてしまう。

⇒これまで、国・府においては河川改修やダム建設事業を進められ、市では、水路・下水整備を
行う等のハード整備を実施してきたが、今後、更なる水害に強いまちづくりに向けた取組みが必要

SOS避難メソッド

■水害に強いまちづくりの取組み
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【新たなまちづくり】 S.O.S避難メソッドに合わせて、エリア毎に特性を生かしたまちづくりを
目指しソフト・ハード両面から一体的に取り組む

エリアA：鉄道駅周辺の交通利便性を高める
エリアB：幹線道路沿線の物流機能のポテンシャルを高める

災害時の緊急輸送道路となる防災環境軸の整備
エリアC：都市構造を再編し、防災性の高い拠点を形成

SOS避難メソッド

■水害に強いまちづくりの取組み

（取組み事例）
エリアA：
・バスを始めとした輸送モードの充実
・自転車通行空間の整備、シェアサイクルの展開
・千里丘西地区市街地再開発事業による
駅前交通の改善
・阪急京都線連続立体交差事業による踏切除却

エリアB：
・千里丘三島線、十三高槻線の全線供用
・鳥飼仁和寺大橋の無料化に合わせた
沿線の高度利用

エリアC：
・河川防災ステーションによる災害復旧活動拠点
の形成
・都市計画誘導による垂直避難場所の確保や
中高層への居住誘導
・狭隘道路の整備による避難路の確保

A

C

井高野駅

R5
本線供用

事業化に向けた
要望中

R9.2
鳥飼仁和寺大橋無料化

大
阪
メ
ト
ロ

A

A

A

B

B
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大阪市の東部は、雨に対して脆弱

な地形であるうえ、昭和40年代を境

に急激に都市化が進展し、内水浸

水が多発したため、河川や下水道の

整備を進めるとともに、全国に先駆け、

流域全体で治水対策を進めてきた。

大阪市の西部は、高潮が発生

しやすい地形的条件となっている

ため、古くから大阪府・市の港湾・

河川部門が連携して高潮対策を

進めてきた。

寝
屋
川
流
域
総
合
治
水
対
策

西
大
阪
地
域
高
潮
対
策

A A‘

大阪市域の治水対策

1

（A－A‘断面）

上町台地

大阪市域 ←
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寝屋川流域総合治水対策

大阪市河川部門では、河道整備、流域対応施設整備に加え、地下河川の一部となる地下調節池を先行整備してきた。

昭和60年に、国、府、流域11市による寝屋川流域都市水防災協議会を発足し、対策を進めてきた。

河道整備だけでは洪水処理に限界があるため、河道整備に加えて地下河川や流域調節池、流域対応施設が位置づけられている。

（出典：「寝屋川流域水害対策計画(変更)H26.8」抜粋）

寝屋川流域の洪水処理計画概要

①河道整備

②分水路

③遊水池
④放流施設

⑤貯留施設

⑥流域対応施設による貯留・浸透
流域基本高水のピーク流量

2,700m3/s

外水域からの流出（外水） 内水域からの流出（内水）

①河道による処理 850m3/s
②分水路による放流 390m3/s
（城北川・寝屋川導水路・蹉跎ポンプなど）

③遊水地による貯留 410m3/s
（寝屋川治水緑地・打上川治水緑地・恩
智川治水緑地・恩智川（花園）多目的遊
水地・恩智川（法善寺）多目的遊水地）

1,650m3/s

④放流施設（地下河川等）
500m3/s
（寝屋川北部地下河川・寝屋川
南部地下河川・南北縦断地下
河川（仮称）・なにわ大放水路）

⑤貯留施設（流域調節池等）
250m3/s
（流域調節池、下水道貯留など）

750m3/s

⑥流域対応
施設による
貯留・浸透

300m3/s

基本高水のピーク流量
2,400m3/s

下水道ポンプによる河道への排水

2
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＜雨水貯留状況＞

S56～H2：14万㎥H2～H8：10万㎥H7～H13：12万㎥

流入施設：H13～H17

寝屋川南部地下河川↓

寝屋川北部地下河川→

平野川調節池

3

木津川まで延びる寝屋川南部地下河川（府施設）のうち、本市東南部の浸水

被害を早期解消するため、昭和56年から、都市計画道路木津川平野線・森新

庄大和川線の地下空間に雨水を一時的に貯留する施設として、大阪市において

先行的に整備した。

（平成27年度完成）【貯留量 36万m3】

河川の拡幅や新たな河川の開削は立地的に困難なため、道路等の公共施設の

地下空間を有効に利用し、新たな放流施設として地下に建設する放流施設

〇 平野川調節池（寝屋川南部地下河川の先行整備区間）

＜完成断面＞

■ 地下河川 先行整備

〇 地下河川

寝屋川流域総合治水対策
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公園・学校等の敷地

敷地は一時的に貯水池になります

溜まった水は徐々に下水道へ放流放流施設
既設
下水道

集水管

4

平常時 雨天時

〇 大阪市域における施設設置状況（河川事業）

流域貯留浸透施設の仕組み

昭和59年度から、市立の小中高校および公園において表面貯留形式の流

域貯留浸透施設を整備してきた。

学校 33施設・公園 4施設 合計貯留量：約5万9千m3

寝屋川流域総合治水対策

このほかに、流域対応として、下水道管理者が、民間開発時に流出抑制施設の設置指導を行っている。

■ 流域対応施設 整備状況

旭東中学校

茨田北中学校

緑中学校

鶴見小学校

横堤中学校

茨田中学校蒲生中学校

城陽中学校

放出中学校

城東中学校

東生野中学校

田島中学校

新巽中学校
加美北公園

加美鞍作公園

摂陽中学校
中野中学校

喜連東小学校
喜連中学校

長居公園

長居公園植物園池

瓜破中学校瓜破西小学校

長吉小学校

長吉中学校

長吉六反中学校

汎愛高等学校

桑津小学校

生野中学校

鯰江中学校

鷹合小学校

加美北小学校

長原小学校

生野南小学校

高倉中学校

旭陽中学校
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令和2年11月26日（木）15:00-16:00
第2回淀川流域治水協議会 大阪府域分会

資料-4 事例紹介
大阪府
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”⼈命を守ることを最優先“とする基本理念に基づき、
「逃げる」「凌ぐ（しのぐ）」「防ぐ」各施策を効率的・効果的に組み合わせた対策に取組んでいます。

トータルマネジメント

逃げる 凌ぐ
◆防災情報の公開

⽔位・⾬量情報 ⼟砂災害警戒情報
◆洪⽔リスク表⽰

◆おおさかタイムライン

寝屋川流域⼤規模⽔害タイムライン
安威川流域（安威川）洪⽔タイムライン

河川氾濫や内⽔浸⽔が発⽣した場合
でも被害が最⼩限となるよう、⽔害リスク
が⾼い区域は市街化区域に含めないこと
を関係部局に働きかけることや、開発申
請者、農地転⽤申請者、不動産関係
団体、建築⼠会に対し、⽔害リスクの情
報提供

⼟砂災害特別警戒区域内にあ
る既存住宅の移転及び補強に要
する費⽤の⼀部補助

対策前

◆既存ストックの活⽤
ため池の治⽔活⽤

事例︓室池（権現川 四条畷市）
恩智惣池（恩智川 ⼋尾市）

◆耐⽔型都市づくり

◆⼟砂災害特別警戒区域内の既存住宅
に対する補助制度

◆寝屋川流域治⽔
地下河川事業 遊⽔地・調節池事業

◆安威川ダム建設事業

北部地下河川

南部地下河川

安威川ダム

◆河川改修事業
穂⾕川(⼯事前) 穂⾕川(⼯事後)

◆⼟砂災害対策事業

⼤阪府における治⽔・⼟砂災害対策

天野川⽀川第四⽀渓通常砂防事業
（交野市）

畑(4)地区急傾斜地崩壊対策事業（柏原市）

穂⾕川河川改修

法善寺遊⽔地

加納元町調節池

布施公園調節池

恩智川治⽔緑地

箕⾯川ダム

恩智惣池(治⽔活⽤)

河川カメラ

寝屋川治⽔緑地 寝屋川治⽔緑地

室池(治⽔活⽤)

淀川

防ぐ
⼤和川

東檜尾川河川改修

芥川河川改修
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第2回淀川流域治水協議会 大阪府域分会

資料-4 事例紹介
近畿農政局
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